
令和５年５月

ＮＯ.１６６

・

跳躍～地域とともに～

各種行事・訓練

職場の豆知識

「嫉妬心」 著：ジョシュア

第３師団隊員紹介コーナー

師団創立６２周年・千僧駐屯地創設７２周年記念行事

師団ベスト戦士紹介

師団戦士

我が部隊の新戦力

一隅を照らす

私の大切な物

みんなの架け橋

表紙写真：師団創立６２周年・千僧駐屯地創設７２周年記念行事

自衛隊和歌山地方協力本部



１ ３ 師 団 だ よ り 第１６６号 令和５年（２０２３年） ５月

師
団
（
師
団
長

佐
藤
陸
将
）
は
、
５
月
21
日
（
日
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お

い
て
、
第
３
師
団
創
立
62
周
年
・
千
僧
駐
屯
地
創
設
72
周
年
記
念
行
事
を
挙
行

し
た
。

観
閲
式
に
お
い
て
佐
藤
陸
将
は
、
「
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、

戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
と
言
わ
れ
る
渦
中
に
あ
る
。
隊
員
諸
官
は
、
日
々
向
上

心
を
持
っ
て
何
時
で
も
即
動
で
き
る
力
を
蓄
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
整
列
す
る

隊
員
に
式
辞
を
述
べ
、
ご
来
賓
、
来
場
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
に
対
し
て
、
「
今

に
即
応
し
、
将
来
に
備
え
得
る
強
靭
な
部
隊
」
を
育
成
し
、
期
待
に
応
え
る
と

誓
っ
た
。

観
閲
式
に
続
き
行
わ
れ
た
観
閲
行
進
に
お
い
て
、
師
団
隷
下
の
13
個
部
隊
等

が
威
風
堂
々
の
行
進
を
披
露
し
、
部
隊
の
精
強
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、
３
月
に
新
た
に
発
足
し
た
第
３
偵
察
戦
闘
大
隊
の
16
式
機
動
戦
闘
車

が
初
お
披
露
目
さ
れ
、
機
能
展
示
や
戦
闘
訓
練
展
示
に
お
い
て
高
い
機
動
性
を

披
露
し
た
。

そ
の
他
に
も
装
備
品
展
示
や
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
太
鼓
・
音
楽
演
奏

等
が
行
わ
れ
、
約
１
万
４
千
名
の
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
訓
練
展
示
が
凝
っ
て
い
て
、
迫
力
も
あ
り
楽
し
か

っ
た
」
、
「
小
さ
な
子
ど
も
が
楽
し
め
る
企
画
が
多
く
来
年
も
ぜ
ひ
来
た
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
、
記
念
行
事
は
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

観閲官に対する栄誉礼

観閲官 佐藤陸将

観閲部隊指揮官 末田陸将補

巡 閲初お披露目の１６式機動戦闘車(ＭＣＶ)



２ ３ 師 団 だ よ り 第１６６号 令和５年（２０２３年） ５月

第３特殊武器防護隊
（除染の訓練展示）

第３通信大隊
（部隊入場）

第３音楽隊
（ＭＣＶ機能展示での演奏）

第３師団司令部付隊
（車両行進）

第３７普通科連隊
（車両行進）

第３後方支援連隊
（車両行進）

第３偵察戦闘大隊
（ＭＣＶ機能展示）

第３施設大隊
（車両行進）

第３高射特科大隊
（戦闘訓練展示）

レンジャー展示 格闘訓練展示 手旗通信体験

第３６普通科連隊
（戦闘訓練展示）

第３特科隊
（白鷺太鼓隊とＦＨ７０のコラボ）

第３飛行隊
（観閲飛行）



３ ３ 師 団 だ よ り 第１６６号 令和５年（２０２３年） ５月

令
和
４
年
度
に
師
団
の
各
部
隊
が
実
施
し
た

各
種
検
定
に
お
い
て
、
見
事
第
１
位
の
成
績
を

収
め
た
師
団
ベ
ス
ト
戦
士
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
ベ
ス
ト
戦
士
に
認
定
さ
れ
た
７
名
の

隊
員
は
、
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
褒
賞
を

受
け
ま
す
。

体力検定（男性）
（准尉・陸曹の部）

２年連続

第３後方支援連隊

輸送隊

小岩 一樹
１等陸曹

体力検定（女性）
（准尉・陸曹の部）

第３通信大隊

第２中隊

福本 彩花
３等陸曹

体力検定（男性）
（陸士の部）

第３後方支援連隊

第１整備大隊本部付隊

橋本 哲心
陸士長

体力検定（女性）
（陸士の部）

第３特科隊

情報中隊

松田 沙羅
陸士長

基本射撃
（准尉・陸曹の部）

第３６普通科連隊

第１中隊

内田 好宏
３等陸曹

基本射撃
（陸士の部）

第３６普通科連隊

第５中隊

池田 義喜
陸士長

各個戦闘射撃

第３７普通科連隊

第５中隊

中山 練
陸士長

こ い わ か ず きふくもと あ や かはしもと てっしんま つ だ さ ら

う ち だ よしひろい け だ よしきなかやま れん

３

師団集成太鼓隊の演武

レンジャー体験

第３音楽隊の演奏

ペーパークラフト・ぬり絵

装備品展示

ふれあい広場

体験試乗

ＭＣＶと一緒に記念撮影



第
３
特
科
隊
第
１
中
隊
の
小
池

光
（
こ

い
け

ひ
ろ
）
３
曹
を
紹
介
し
ま
す
。
小
池

３
曹
は
、
平
成
30
年
９
月
に
中
隊
に
配
属
さ

れ
、
令
和
４
年
７
月
に
３
等
陸
曹
へ
と
昇
任

し
、
現
在
操
縦
手
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

小
池
３
曹
は
、
操
縦
手
と
し
て
、
牽
引
時

に
は
全
長
約
18
ｍ
に
も
な
る
１
５
５
㎜
榴
弾

砲
（
通
称
Ｆ
Ｈ
70
）
を
安
全
に
運
行
し
て
、

砲
班
長
を
的
確
に
補
佐
し
、
部
隊
の
隊
務
運

営
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
年
度
実
施
さ
れ
た
隊
の
武
装
走

競
技
会
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
の
副
分
隊
長

と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
、
グ
ル
ー
プ
最
速

タ
イ
ム
を
叩
き
出
し
、
隊
の
部
で
第
１
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

更
に
、
昨
年
度
か
ら
陸
曹
候
補
生
選
抜
試

験
受
験
者
の
指
導
部
と
し
て
、
後
輩
隊
員
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
体

力
面
の
指
導
で
は
、
隊
員
の
特
性
に
合
っ
た

弱
点
の
克
服
方
法
を
指
導
し
、
合
格
者
の
輩

出
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
部
隊
の
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
小
池
３
曹
は
、
第
３

特
科
隊
を
明
る
く
照
ら
す
太
陽
の
よ
う
で
あ

り
、
ま
さ
に
「
一
隅
を
照
ら
す
」
に
ふ
さ
わ

し
い
隊
員
で
す
。

第３施設大隊第１中隊

１等陸士 妹尾 茉奈

第
７
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
に
所
属
す
る

江
口

弘
尚
（
え
ぐ
ち

ひ
ろ
た
か
）
３
曹

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

江
口
３
曹
は
、
平
成
30
年
３
月
に
入
隊
し
、

部
隊
通
信
や
レ
ン
ジ
ャ
ー
課
程
を
修
了
し
、

３
曹
昇
任
後
は
新
隊
員
教
育
隊
の
班
長
と
し

て
後
輩
の
育
成
に
当
た
る
な
ど
、
若
手
陸
曹

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

出
身
地
、
陸
曹
教
育
隊
入
校
時
期
は
。

Ａ

京
都
府
出
身
、
第
１
４
０
期

令
和
４

年
１
月
入
校
で
す
。

【
陸
曹
教
育
隊
入
校
間
に
つ
い
て
】

Ｑ

印
象
に
残
っ
て
い
る
訓
練
は
。

Ａ

後
期
の
総
合
訓
練
（
防
御
）
で
す
。
期

間
を
通
し
て
分
隊
長
と
し
て
指
揮
を
執
り
、

数
多
く
の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
間
で
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

指
示
だ
け
で
は
な
く
、
指
揮
下
部
隊
を

確
実
に
掌
握
す
る
た
め
に
、
現
況
の
把
握

及
び
実
行
の
監
督
が
重
要
だ
と
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

仕
事
の
幅
が
増
え
た
の
で
、
日
々
の
業

務
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

自
分
に
足
ら
な
い
知
識
や
技
能
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
陸
曹
に
な
っ

て
見
え
て
き
ま
し
た
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
に
な
る
と
仕
事
の
幅
が
広
が
り
ま

す
。
自
分
の
能
力
を
活
か
せ
る
仕
事
が
増

え
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の

で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

４ ３ 師 団 だ よ り 第１６６号 令和５年（２０２３年） ５月

第３特科隊第１中隊

３等陸曹 小池 光

第
３
施
設
大
隊
第
１
中
隊
に
所
属
す
る
妹
尾

茉
奈
（
せ
の
お

ま
な
）
１
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
隊
時
期
、
出
身
は
。

Ａ

令
和
４
年
４
月
、
岡
山
県
出
身
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

就
職
に
迷
っ
て
い
た
時
に
、
自
衛
官
で
あ

る
知
人
か
ら
話
を
聞
き
、
部
隊
で
活
躍
す
る

姿
に
憧
れ
、
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

後
期
教
育
で
実
施
し
た
漕
舟
（
そ
う
し
ゅ

う
）
訓
練
で
す
。
厳
し
い
訓
練
で
し
た
が
、

班
員
と
団
結
し
て
ゴ
ー
ル
出
来
た
喜
び
が
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

中
隊
の
器
材
班
員
と
し
て
、
車
両
整
備
や

演
習
場
整
備
等
、
日
々
新
し
い
こ
と
を
学
べ

る
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

３
月
に
本
部
管
理
中
隊
か
ら
部
内
異
動
を

し
た
ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
新
し
い
知
識
・

技
能
を
習
得
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
。

Ａ

同
期
や
先
輩
と
和
気
あ
い
あ
い
と
話
を
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て
、
毎
日
充
実
し
た
楽

し
す
ぎ
る
営
内
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

初
級
施
設
器
材
の
特
技
を
取
得
し
、
器
材

班
員
と
し
て
中
隊
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

充
実
し
た
環
境
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

第７普通科連隊第４中隊

３等陸曹 江口 弘尚

第３６普通科連隊

重迫撃砲中隊

今回は、第３６普通科連隊重迫撃砲中隊の市原 星河（いちはら せいが）士長から思い出の
一品を紹介してもらいます。
私の思い出の一品は、祖母からの贈り物「腕時計」です。この腕時計は、陸上自衛官として頑

張って欲しいという気持ちを込めて入隊祝いにプレゼントしてくれたものです。時計の贈り物に
は、離れていても同じ時間が流れているという意味が込められています。
私は、陸上自衛隊に入隊するまでずっと大好きな祖母と一緒に暮らしていました。すでに祖母

は８０歳近い年齢となりました。今では、仕事中、腕時計を通じて時間を確認する度、毎日家事
をして大変そうだった祖母を思い出し、「自分も頑張らなくてはいけな
い」と辛かった訓練も腕時計から勇気と元気をもらう事ができました。
大好きな祖母にはいつまでも元気でいて欲しいと思います。実家に帰

省した際には、祖母に贈り物をして感謝の気持ちを伝えるとともに成長
した自分の姿を見せ、喜ばせたいです。これからも、この腕時計ととも
に、様々な経験を心に刻んでいきたいと思います。陸士長市原 星河



５ ３ 師 団 だ よ り 第１６６号 令和５年（２０２３年） ５月

【次号掲載記事（予定）】

□５面
・みんなの架け橋（滋賀地方協力本部）

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

【ＱＲコード】

近
畿
２
府
４
県
に

所
在
す
る
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

自衛隊和歌山地方協力本部
JAPAN SELF DEFFENCE FORCE WAKAYAMA Provincial Cooperation Office

和 歌 山 地 方 協 力 本 部 募 集 課

☎07３-４２２-５１１６ (内線:8-72７-３５１)

@Wakayama_Pco @wakayamapco @wakayamaPCO

毎日SNSを通して情報を更新してます
フォロー＆いいね待ってます😊

写
真

みかんの助★うめの助★かきの助より

和歌山地本では、感染症防止対策に注意

しながら日々募集活動を実施中です。

今回は、和歌山地方協力本部で勤務する

第３師団出身の広報係を紹介します。

また、お近くに自衛隊に興味ある方、進

路に迷ってる方等いらっしゃいましたら、

ご連絡下さい。ユーモア溢れる広報官たち

が親身になり相談に乗ります！！！

●●●●●●広報係の紹介●●●●●●

●●●●●広報活動の紹介●●●●●

紀の川市 桃山まつり防災スクール

令和５年３月１３日付で第３７普通科連

隊（信太山）から、和歌山地方協力本部募

集課広報班の広報係として勤務する事にな

りました。職場環境及び仕事内容が変化し、

運動量が減少しましたが、何とか体型を維

持し、制服を着用できております。部隊で

培った気力を軸に人材確保に尽力していこ

うと思います。よろしくお願いします。

和歌山地方協力本部
募集課 広報班

谷口 彰 ２等陸曹
職種：普通科趣味：食道楽

□１面
御坊音楽フェスティバル2023

□２面
自衛官候補生課程修了式

□３面
・予備自衛官招集訓練
・隷下各部隊の訓練を紹介

□４面
・近畿の守り人（第３偵察戦闘大隊）
・３Ｄガイズ （第３後方支援連隊）
・ただ今奮闘中（第３高射特科大隊）
・趣味あり〼 （第３音楽隊）

【次号掲載記事（予定）】

□５面
・みんなの架け橋（滋賀地方協力本部）

・職場のマメ知識

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

【ＱＲコード】

最
近
の
若
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
聞
い
て
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
想
像
し
ま
す
か
。
「
根
性
が
な
い
」
「
チ
ャ

ラ
チ
ャ
ラ
し
て
い
る
」
「
礼
儀
を
わ
き
ま
え
な
い
」

「
覇
気
が
な
い
」
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
行
動
を
す

る
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
「
全
く
最
近
の
若
者
は
」

と
い
う
よ
う
な
評
価
を
し
が
ち
で
す
。

一
説
で
は
何
千
年
も
前
の
遺
跡
に

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
す
で
に
書
か
れ

て
い
た
と
か
。

本
当
に
若
者
に
問
題
が
あ
る
の
か
、

は
た
ま
た
、
歳
を
重
ね
た
者
の
妬
み
な
の
か
。
科
学

技
術
が
進
歩
し
て
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
か
な
り

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
水
の
掛
け
合
い
が
、

古
く
か
ら
存
在
し
、
地
域
的

に
も
広
が
り
が
あ
る
の
で
、

人
間
の
本
質
的
な
と
こ
ろ
は

変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
自
衛
官
は
、
教

育
や
訓
練
を
通
じ
て
、
「
最
近
の
若
者
」
と
触
れ
合

う
機
会
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
先
輩
た
ち

が
寄
り
添
う
こ
と
で
相
互
理
解
が

生
ま
れ
、
お
互
い
に
成
長
で
き
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
分
よ
り
若
い
人
が
優
れ
て
い

る
と
思
え
ば
、
素
直
に
そ
れ
を
認

め
て
話
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
話
を
10
歳
も
年
齢
の
若
い
後
輩

が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
全
く
最
近
の
若
者
は
・
・
・
」

著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

マメ

「

嫉

妬

心

」


